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あ
る
。

賓
語
問
題
」
は
句
法
に
お
け
る
主
要
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

よ
り

一
九
五
五
年
七
月
ま
で

年
九
月
ま
で
の
半
ケ
年
間
、

本
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。

《
中
国
語
文
》

中

国

語

中
国
語
の
単
語
に

つ
い
て

曰

を
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
た

非
と
も
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
は
論
理
的
に
は
単
語
認
定
の
問
題
は
品
詞
分
類
・
主
語
賓
語
問
題
こ

先
立
つ
問
題
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
「
品
詞
分
類
問
題
」

ー
ー
特
に
前
者
の
問
題
ー
ー
で
中
国
語
に
お
け
る
単
語
の
概
念
を
確
立
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
と
、
当
時
こ
れ
ら
の
問
題
と
平
行
し

の

単

語

に

つ

し‘

て．

鳥

井
「
主
語
賓
語
問
題
」
の
論
争
過
程

克
一四

之

「
主
語

（三
五
六）

一
九
五

三
年
か
ら

一
九
五
六
年
に
か
け
て
、
中
国
語
文
法
界
で
三
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
。
即
ち
そ
の
第
一
は
一
九
五
三
年
十
月

，` ー
9

9

 

「
中
国
語
品
詞
分
類
問
題
」
で
、

こ
の
問
題
は
一
九
五
五
年
七
月

《
中
国
語
文
》
編
集
部
に
よ
り
「
小
結
」
が
発
表
さ
れ
て

一
応
の
落
着
が
見
ら
れ
た
。
第
二
は
一
九
五
五
年
七
月
よ
り
一
九
五
六
年
三
月
に
わ

図

た
り

《
語
文
学
習
》
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た

「
中
国
語
主
語
賓
語
問
題
」
に

つ
い
て
の
討
論
で
あ
る
。
第
三
は
一
九
五
六
年
三
月
よ
り
同

《
中
国
語
文
》
で
討
論
さ
れ
た

「
中
国
語
単
語
認
定
問
題
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
問
題
も
解
放
後
の
中

国
語
語
法
研
究
界
に
お
い
て
は

ス
タ
ー
リ
ン
の

「
マ
ル
ク

ス
主
義
に
お
け
る
言
語
学
の
諸
問
題
」
を
契
機
と
し
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
基

た
だ
そ
れ
ら
三
大
問
題
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
え
ば

「
品
詞
分
類
問
題
」
は
詞
法
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、

「
単
語
認
定
問
題
」
は
中
国
語
の
言
語
そ
れ
自
体
の
特
性
に
関
す
る
も
の
-
‘

同
時
に
ま
た
そ
れ
ま
で

一
般
に
流
布
し
て
い
た
中
国
語
単
音
節
語
論
に
代
表
さ
れ
る
既
存
の
中
国
語
観
に
対
す
る
批
判
と
し
て
も
是



>

ヽヽ

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

現
代
中
国
語
で
は
単
語
と
い
う
意
義
は
「
詞
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
詞
」
が
単
語
と
い
う
意
義
を
表
示
す
る

（二）

一五

は
な
く
、
具
象
的
に
応
用
さ
れ
た
問
題
と
し
て
揚
棄
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
は

「
漠
語
構
詞
法
問
題
」
と
し
て
、

年
中
頃
に
わ
た
り
研
究
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
陸
志
章
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
《
淡
語
的
構
詞
法
》
(
-
九
五
七
年
初
版
、
修
汀
本

一
九
六
四
年
出
版

。
科
学
出
版
社
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
「
単
語
認
定
問
題
」
は
実
践
上
で
は
「
漢
語
併
音
方
案
」
公
布
に
よ

る
併
音
文
字
連
写
法
問
題
の
中
で
更
に
深
く
討
議
さ
れ
て
お
り
、
理
論
上
で
は

「
漠
語
構
詞
法
問
題
」
と
し
て
深
化
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
3

以
上
が
三
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
翼
と
し
て

一
九
五
六
年
三
月
よ
り
同
年
九
月
の
半
ケ
年
に
わ
た
り
討
論
さ
れ
た
「
単
語
認
定
問
題
」
の
歴
史

的
位
置
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
動
向
で
あ
る
●
そ
こ
で
本
論
で
は
解
放
後
の
そ
れ
ら
の
成
果
を
認
識
し
、
中
国
語
に
於
い
て

「
単
語
」

と
い
う
概
念
が
問
題
意
識
と
し
て
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
考
え
、
更
に
解
放
前
か
ら
現
在
ま
で
の
単
語
の
概
念
規
定
が
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
た
か
を
見
、
終
局
的
に
は
い
か
な
る
規
定
が
妥
当
で
あ
る
か
を
述
べ

、
ま
た
ど
の
様
な
単
語
認
定
法
が
こ
れ
ま
で
に
考
案
さ
れ
き
た
か
を
考

察
し、

そ
の
功
罪
を
論
じ
最
後
に

《
漢
語
》
課
本
体
系
に
基
礎
を
置
い
て
、
ど
の
様
に
単
語
認
定
を
行
な
え
ば
よ
い
か
に

つ
い
て
い
さ
さ
か
の

（三
五
七）

一
九
五
四
年
よ
り
一
九
五
九

て
検
討
さ
れ
て
い
た
掛
音
文
字
に
よ
る
正
書
法
（
連
書
の
基
準
と
し
て
単
語
が
単
位
と
な
る
）
問
題
や
解
放
後
に
新
し
く
辞
典
を
編
築
す
る
上

で
の
方
法
論
（
当
然
単
語
認
定
の
問
題
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
る
）
問
題
と
か
ら
み
あ
っ
て
、
最
後
に
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
解
放
後
に
な
っ
て
や
っ
と
本
格
的
に
中
国
語
に
お
け
る
「
単
語
認
定
問
題
」
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
「
単
語
認
定
間

題
」
は
半
ケ
年
で
も
っ
て
一
応
の
終
止
符
を
打

っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
既
に
「
掛
音
文
字
連
写
法
問
題
」
と
か
ら
み
合

一
九
五
二
年
頃
よ
り
一
九
五
九
年
末
に
か
け
て
「
分
詞
連
写
問
題
」
と
し
て
研
究
さ
れ
、
単
に
抽
象
的
な
「
単
語
認
定
問
題
」
と
し
て
で



固

「
詞
」
の
本
義
は
「
詞
、

意
内
而
言
外
也
〗

容
と
し
、
音
声
ま
た
は
文
字
を
形
式
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
）

で
あ
る
。

（
三
五
八
）

（
「
詞
」
と
は
思
想
ま
た
は
意
義
を
内

つ
ま
り
「
詞
」
に
は
言
語
の
意
し
か
な
く
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る

言
語
単
位
と
し
て
の
単
語
と
言
う
意
義
は
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
当
時
に
は
単
語
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
何
故
に
中
国
語
で
は
単
語
と
い
う
概
念
の
認
識
が
遅
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
中
国
語
に
お
い
て
単
語
と
い
う
概
念
の
認
識
が
遅
れ
た
最
大
の
原
因
は

「
字
」
と
い
う
概
念
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
即
ち
中
国
語
で

は
漠
字
「
字
」
が
そ
れ
自
体
一
字
で
も
っ
て
一
概
念
を
表
記
し
う
る
面
を
強
調
し
て
、
中
国
語
は
単
音
節
語
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で

「
字
」

と
い
う
概
念
に
「
詞
」

と
い
う
概
念
が
包
含
さ
れ
て
、

「
詞
」
と
い
う
概
念
を
抽
出
す
る
こ
と
が
遅
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

要
す
る
に
中
国
語
で
は
表

意
文
字
で
あ
る
漢
字
を
最
小
の
単
位
と
し
て
言
語
を
表
記
し
た
こ
と
に
あ
る
J

識
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、

第
二
に
単
語
と
い
う
概
念
の
認
識
が
遅
れ
た
原
因
は
単
語
と
し
う
概
念
規
定
の
必
要
性
あ
る
い
は
概
念
規
定
の
内
容
、
あ
る
い
は
概
念
の
認

い
か
な
る
人
間
で
あ
れ
自
国
語
ま
た
は
自
己
の
属
す
る
民
族

・
社
会
で
用
い
て
い
る
言
語
を
話
す
時
に
は
無
意
識
裡

に
単
語

・
文
節

・
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
く
ぎ
り
目
で
は
長
短
の
差
こ
そ
あ
れ
、
呼
吸
の
停
頓
が
行
な
わ
れ
、
単
語
と
い
う
概
念
を
認
識
せ
ず
と
も
、

す
で
に
単
語
毎
に
く
ぎ
り
を
つ
け
て
単
語
の
認
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

く
と
も
、
す
で
に
本
能
的
に
自
明
の
こ
と
と
し
て
単
語
認
定
を
行
な
う
能
力
を
各
人
が
母
国
語
に
つ
い
て
は
備
え
て
お
り
、
単
語
と
い
う
も
の

は
自
明
の
大
前
提
で
あ
っ
て
、
特
に
問
題
意
識
と
し
て
形
成
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
文
法
書
に
於
い
て
品
詞
論
に
入

る
前
に
、
特
別
に
「
単
語
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
大
き
な
原
因
が
か
ら
み
合
っ
て
中
国
語
に
お
け
る
単
語
と
い
う
概
念
規
定
が
遅
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
現
在
で
は
単
語
の
意
を
表
記
す
る
に
は
一
応

「
詞
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
に

「
語
、
詞
語
、
語
詞
、
詞
児
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
単
語
と
い
う
概
念
が
設
定
さ
れ
て
ま
だ
時
間
が
あ
ま
り
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

が
「
字
」
と
い
う
概
念
に
代
替
さ
れ
て
し
ま
い
、

あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
「
字
」
と
「
詞
」
と
が
一
致
し、

つ
ま
り
単
語
と
い
う
も
の
の
概
念
を
殊
更
に
把
握
し
て
い
な

「
詞
」
と
い
う
概
念

よ
う
に
な
っ
た
の
は
僅
か
四
十
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

一ナ



中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

な
っ
た
。

で
あ
る
。

他
に
、
白
話
を
対
象
と
す
る
も
の
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、

」
と
「
詞
」

と
の
区
分
が
必
要
と
な
り
、

一七

「
単
語
」
の
概
念
規
定
に
も
論
及
さ
れ
る
よ
う
に

そ
れ
で
は
次
に
何
故
に
単
語
と
い
う
概
念
が
中
国
語
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
る
必
要
性
あ
る
い
は
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

そ
の
第
一
は
中
国
語
言
語
そ
の
も
の
の
内
部
発
展
法
則
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
古
代
中
国
語
よ
り
現
代
中
国
語
へ
、
あ
る

い
は
文
言
文
よ
り
白
話
文
へ
の
発
展
ー
—
ー
殊
に
語
彙
面
で
の
変
化
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
語
彙
の
面
で
白
話
あ
る
い
は
現
代
中
国
語

に
は
複
音
節
化
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
複
音
節
化
傾
向
に
よ
り
、

つ
ま
り
「
字
」
は
単
音
節
の
文
字
記
号
で
あ
る
が
、
他
方
「
詞
」
は
単
音
節
の

し
か
し
現
代
中
国
語
で
は

「
字
」
と
「
詞
」
と
が
相
等
し
い
範
鵡
と
し
て
把
握
で
き
な
い
部
分
が
生
じ
た
。
古
代
中
国
語
で
も
複
音
節

語
が
存
在
し
た
が
、
単
音
節
語
が
比
較
的
多
く
、
従
っ
て
「
詞
」
と
「
字
」
と
の
不
一
致
も
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。

複
音
節
語
は
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
語
彙
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

「
詞
」

の
概
念
規
定
を
あ
ら
た
め
て
行
な
う
必
要
が
生
じ
た
。
殊
に
古
文
を
対
象
と
し
た
文
法
書
の

他
に
複
音
節
の
も
の
が
出
現
し
、

字
」
で
は
規
定
し
え
な
い
「
詞
」
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
単
語
」
の
概
念
規
定
は
不
可
避
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
最
も
主
要
な
原
因

つ
ま
り
本
質
（
内
容
）
的
に
異
な
る
両
者
が
存
在
形
式
上
で
も
異
な
る
事
が
顕
在
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
原
因
は

一
九
二

0
年
代
初
期
に
数
多
く
の
白
話
文
法
書
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
欧
米
語
の
文
法
体
系
に
基
づ
く
も
の

が
多
く
、
そ
れ
も
当
時
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
体
系
を
採
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

つ
ま
り
一
般
言
語
学
あ
る
い
は
欧
米
語
文
法
学
の
研
究
水
準
の
向
上
が
中
国
語
に
お
け
る
単
語
概
念
規
定
を
行
う
上
で
間
接
的
に
影

、
響
を
及
ほ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
於
い
て
中
国
語
文
法
書
に
「
単
語
」
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

第
三
の
原
因
は
中
国
語
を
表
記
す
る

の
に
漢
字
の
他
に
音
素

（表
音
）
文
字
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
表
意
音
節

文
字
と
し
て
の
漢
字
で
表
記
す
る
際
に
は
殊
更
に
分
ち
書
き
を
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
音
素
文
字
で
中
国
語
を
表
記
す
る
際
に
は
ど
う
し

て
も
分
ち
書
き
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
正
書
法
が
問
題
と
な
り
、
す
で
に
解
放
前
に
ラ
テ
ン
化
新
文
字
改
革
派
に
よ
っ
て
単
語

毎
に
区
切
っ
て
書
く
（
「
分
詞
連
写
」
）
方
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
解
放
後
に
「
漢
語
枡
音
方
案
」
が
公
布
さ
れ
て
、
併
音
文
字
の
使
用

（
三
五
九
）

「
詞
」
と
「
字
」
と
の
不
一
致
は
一
般
的
現
象
と
な
り
、

「
字
」
と
「
詞
」
と
の
概
念
に
乖
離
が
顕
在
化
し
、

「
字

一



帰
納
さ
れ
た
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

9
,．
＇
ー
］

i
1
(
t

：
ト
ー
：
~
昔

l
W

急
仕
蘭
廿
眉
仇
合
化
/
~
州

゜

旦
~
闊

P
P
恨
仕

、

国

一八

（
三
六

0
)

が
大
々
的
に
行
な
わ
れ
る
と
共
に
こ
の
正
書
法
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ

・
ア
ッ
プ
し
、
原
則
的
に
は
「
分
詞
連
写
」
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
り
、
こ

こ
で
あ
ら
た
め
て
正
書
法
の
基
礎
単
位
と
な
る
単
語
の
概
念
規
定
を
確
立
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
が
単
語
の
概
念
規
定
を
行
な
う
必
要
性
又
は
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
主
な
る
原
因
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
九
二

0
年
代
初
期
よ
り
中
国

語
に
お
け
る
単
語
の
概
念
規
定
が
中
国
語
文
法
研
究
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

一
九
二

0
年
に
劉
復
が
始
め
て
中
国
語
の
単
語
の
定
義
を
下
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
の
定
義
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
み
る
と
下
記
の
事
項
が

一
、
単
語
の
定
義
は
大
き
く
分
け
て
、
一

「
意
義
的
最
後
的
独
立
単
位
」
「
表
慈
的
最
後
独
立
単
位
」

「
用
声
音
或
文
字
来
代
表
送
些
単
体

的
整
↑
的
意
睾
」
「
語
言
的
最
小
意
義
単
位
」
「
語
言
中
的
最
小
意
義
単
位
」
「
語
斉
形
式
和
意
義
的
結
合
、
而
送
意
義
則
是
独
立
的
」
「
意

A
 

砂

義
的
単
位
」

「
語
法
書
里
把
送
種
意
義
的
単
位
」

「
代
表
概
念
的
声
音
」
の
諸
定
義
に
代
表
さ
れ
る
意
義
表
示
単
位
説
。

二

「
能
移
単
独
説
的
、

t
 

自
由
連
用
的
造
句
単
位
」

「
酎
干
一
切
的
詞
来
説
、
就
是
官
的
音
素
和
右
在
形
態
学
上
的
一
定
的
変
化
能
力
、
封
千
多
音
節
詞
来
説
、
還
要
Sl. 

a
 

加
上
璽
口
的
存
在
、
送
重
音
眼
一
定
的
声
調
結
合
起
来
」
「
語
言
的
最
小
的
独
立
速
用
的
単
位
」
「
成
段
児
的
話
里
頭
能
活
動
替
換
的
単
位
」
Ol 

餅

「
最
小
的
、
能
銘
自
由
運
用
的
語
言
単
位
」
「
当
作
造
句
材
料
看
的
最
小
独
吃
連
用
的
単
位
：
．．．
．
 
分
析
句
子
結
構
所
得
的
独
立
運
用
的
単
位
」

⑫
 

「
最
小
的
句
法
単
位
」
の
諸
定
義
に
見
ら
れ
る
文
中
機
能
単
位
説。

三

「
在
語
言
中
是
代
表
一
定
的
意
義
的
語
音
形
式
、
官
是
語
言
中
最
小
的

3
 
⑫
 

独
立
運
用
的
単
位
」
「
口
必
須
能
移
離
開
上
下
文
説
出
来
、
而
叫
聴
的
人
聴
得
僅
；
口
宅
必
須
本
身
能
在
句
子
中
充
当
一
定
句
法
成
分
、
那
就

是
依
照
送
↑
語
言
単
位
的
語
文
債
値
充
当
主
語
、
賓
語
、
謂
語
等
々
角
色
；
（
宅
必
須
不
能
分
析
成
几
↑
構
成
部
分
、
送
些
構
成
部
分
都
能
満

足
口
和
口
而
↑
条
長
」
「
鼠
独
的
実
詞
應
当
是
；
曰
在
詞
義
上
具
脊
一
定
的
独
立
的
詞
彙
意
義
。

□在
恕
音
上
是
単
的
語
音
組
合
、
即
複
雑

仙
息
乳
麿
層
粛
后
廿
＇
／
尼
＇



中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

た
る
説
）
の
三
説
に
大
別
さ
れ
る
。

一九

（
三
六
一
）

的
語
言
整
体
、
官
的
各
別
成
分
是
由
発
音
的
和
抄
及
整
体
的
一
定
声
調
的
迎
続
性
而
熔
合
在
一
起
的
。
同
在
語
法
上
、
固
應

的
句
法
功
能
；
間
應
当
能
移
接
納
某
一
詞
彙
ー
—
語
法
範
喀
的
詞
所
独
具
的
構
形
要
素
（
不
論
是
綜
合
的
或
分
析
的
）
」
「
最
小
的
、
能
移
独
立

運
用
的
、
有
意
義
的
語
言
単
位
」
の
諸
定
義
に
現
わ
れ
る
意
義

・
機
能
単
位
説
（
意
義
表
示
単
位
説
と
文
中
機
能
位
説
の
両
説
よ
り
構
成
さ
れ

二
、
右
に
見
た
如
く
単
語
の
定
義
は
意
義
を
重
視
す
る
も
の
、
語
法
上
の
機
能
に
重
点
を
置
く
も
の
、
語
法

・
語
義
（
一
部
に
は
語
音
面
も

加
わ
る
）
の
二
つ
以
上
の
側
面
を
考
慮
す
る
も
の
に
分
れ
た
が
、
究
極
的
に
は
量
的
側
面
で
は
「
最
小
（
ま
た
は
最
後
）
」
、
質
的
側
面
で
は

「
自
由
（
ま
た
独
立
）
」
な
「
語
言
単
位
」
で
あ
る
と
言
う
点
で
三
説
は
一
致
し
て
い
る
。

―-、
意
義
表
示
単
位
説
は
単
語
の
語
義
面
を
強
調
し
、
意
義
（
観
念
・
概
念
）
を
表
示
す
る
言
語
単
位
が
単
語
で
あ
る
と
規
定
す
る
説
で
あ

る
。
こ
の
説
は
単
語
の
定
義
が
下
さ
れ
た
当
初
よ
り
存
在
す
る
伝
統
的
な
立
場
で
あ
る
が
、
始
め
は
主
流
を
な
し
て
い
た
が
次
第
に
衰
退
し
、

文
中
機
能
単
位
説
に
凌
駕
さ
れ
て
単
独
で
は
存
立
し
な
く
な
り
、
意
義

・
機
能
単
位
説
の
一
部
分
と
し
て
現
在
で
は
存
続
し
て
い
る
。
そ
の
衰

退
の
基
本
的
な
原
因
は
主
観
的
要
素
が
多
分
に
混
入
し
う
る
意
義
を
基
準
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

四
、
文
中
機
能
単
位
説
は
単
語
の
語
法
的
機
能
の
側
面
を
重
視
し
、
単
語
を
文
を
構
成
す
る
単
位
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
語
の
単

語
の
定
義
に
お
け
る
こ
の
説
は
す
で
に
見
た
如
く
趙
元
任
に
始
ま
る
が
、

一
般
化
し
た
の
は
中
国
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
二
、
三
年
経
過
し
た
一

九
五
四
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
単
語
規
定
の
主
流
を
な
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

五
、
意
義
・
機
能
単
位
説
は
意
義
表
示
単
位
説
と
文
中
機
能
単
位
説
の
両
説
を
併
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
単
語
を
語
義

・
語
法
的
側

面
よ
り
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
文
中
機
能
単
位
説
が
主
流
を
な
す
に
至
っ
て
後
に
、
語
義
面
よ
り
の
定
義
を
補
充
し
よ
う
と
し
て

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
こ
の
説
は
実
質
的
に
は
文
中
機
能
単
位
説
が
定
義
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
説
は
文

中
機
能
単
位
説
と
共
存
し
、
同
時
に
補
充
し
よ
う
と
す
る
方
向
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。

六
、
単
語
の
定
義
は
最
初
は
語
義
的
側
面
よ
り
規
定
し
た
の
が
、
次
第
に
語
法
的
側
面
よ
り
の
規
定
を
重
視
し
、
単
語
は
語
法

・
語
義
の
両

能
移
執
行
一
定



（
三
六
二
）

面
よ
り
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
す
で
に
一
部
の
定
義
に
見
ら
れ
た
語
音
的
側
面
よ
り
の
定
義
を
補
充
し
て
、
最
終
的
に
は
単
語
は
語

音

・
語
義
・
語
法
の

三
側
面
よ
り
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
単
語
に
は
本
来
こ

の
三
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
三
側
面
よ

り
の
規
定
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
定
義
の
簡
潔
化
の
た
め
に
、
主
要
と
考
え
る
側
面
か
ら
規
定
し
た
差
異
が
上
掲
の
諸
定

七
、
単
語
の
定
義
を
下
す
過
程
で
次
第
に
「
字
」
と
の
差
異
が
明
確
に
さ
れ
、
単
語
そ
れ
自
体
も
音
節
数
（
語
音
的
側
面
）
を
基
準
に
単
音

節
単
語
と
多
音
節
（
ニ

・

三
•
四
：
·音
節
）
単
語
に
分
類
し
、

意
味
（
語
義
的
側
面
）
の
繁
簡
に
着
眼
し
て
単
純
単
語
と
合
成
単
語
と
に
分
類

A
W「⑫
 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
字
」
に
つ
い
て
も
、
漢
字
そ
れ
自
体
は
言
語
を
記
録
す
る
符
号
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
漢
字
が
単
語
を
構
成

す
る
語
素
（
詞
素
）
で
あ
り
、
こ
の
語
素
も
（
そ
れ
自
体
で
独
立
し
て
単
語
（
単
純
単
音
節
単
語
）
と
な
り
う
る
も
の
は
語
根
（
根
詞
）

、
ロ

そ
れ
自
体
で
は
独
立
し
て
単
語
と
な
り
え
な
い
も
の
は
純
語
素
（
純
詞
素
）
の
二
種
類
に
分
析
す
る
に
至
っ
た
。

八
、
以
上
を
要
約
す
る
に
単
語
の
定
義
は
当
初
は
語
義
面
を
重
視
す
る
意
義
表
示
単
位
説
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
単
語
は
語
法
面
に
お
い
て

陥
本
単
位
と
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
文
中
機
能
単
位
説
が
次
第
に
有
力
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
単
語
の
定
義
す
る
側
面
も
語
義
・

こ
の
様
に
単
語
定
義
の
歴
史
的
な
経
過
や
そ
の
定
義
の
妥
当
性
を
考
察
す
る
に
、
周
祖
誤
の
定
義
即
ち
「
詞
在
語
言
中
是
代
表
一
定
的
意
義

位

的
語
音
形
式
、
宅
是
語
言
中
最
小
的
独
立
運
用
単
位
」
が
単
語
の
内
容
の
語
法
的
側
面
を
重
視
す
る
文
中
機
能
単
位
説
を
基
調
と
し
、
同
時
こ

語
義

・
語
音
の
各
側
面
よ
り
の
規
定
を
加
え
、
し
か
も
簡
潔
で
あ
る
の
で
、
こ
の
定
義
が
最
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
前
節
で
単
語
の
定
義
の
歴
史
的
な
流
れ
を
考
察
し
、
最
後
に
本
論
で
は
周
祖
膜
の
定
義
を
妥
当
と
考
え
、
こ
の
定
義
に
基
づ
い
て
単
語

（四）

語
法

・
語
音
の
三
側
面
よ
り
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

義
（
殊
に
解
放
後
の
も
の
）
の
差
異
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

四
〇



中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

ー

明
確
に
限
定
さ
れ
た
場
合
（
一

↑
兄
弟

・
兄
弟
両
人
、

四

の
認
定
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
定
義
は
他
の
定
義
と
同
様
に
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
前
提
条
件
と
し
て
の
定
義
に
合
致

す
る
こ
と
を
要
求
し
、
認
定
さ
れ
た
も
の
が
結
果
と
し
て
定
義
に
合
致
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
際
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
定
義

は
前
提
と
結
果
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
の
如
く
、
問
題
と
す
る
事
物

・
現
象
を
認
定
す
る
手
段
と
は
な
り
え
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
別
個
に
単
語
を
認
定
す
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
、
現
在
ま
で
に
様
々
な
単
語
認
定
法
が
創
出
さ
れ
た
。
単
語
の

定
義
が
語
義

・
語
法

・
語
音
の
三
側
面
よ
り
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
様
に
、
単
語
認
定
法
も
語
義

・
語
法

・
語
音
の
三
側
面
よ
り
試

d
 
⑫
 

み
ら
れ
た
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
。

語
義
的
側
面
よ
り
の
認
定
法
は

一
意
義
単
純
性
法

：
語
義
が
単
純
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
単
語
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る
方
法
で
あ
る

が
、
単
純
な
概
念
を
表
わ
す
か
複
雑
な
概
念
を
表
わ
す
か
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
あ
り
明
確
な
判
定
を
下
し
に
く
い
点
が
あ
る
。
た
だ
数
的
に

一
件
東
西

・
東
西
両
方
）
に
の
み
適
用
し
う
る
。
ま
た
同
一
の
単
純
な
意
義
で
あ
っ
て

も
、
異
な
っ
た
言
語
で
は
必
ず
し
も
一
単
語
で
表
示
し
う
る
と
は
限
ら
な
い

（
鉄
路
1
1

r
a
i
l
w
a
y
11
笑
g
e
3
H
a
.
H
.
n
:
a
p
o
r
a
11
c
h
e
m

d
e
 fer
)

。

二
意
義
緊
密
性
法

：
意
義
が
緊
密
に
結
合
し
た
も
の
は
一
単
語
と
認
め
、
意
義
が
緊
密
に
結
合
し
て
い
な
い
も
の
は
連
語
と
認
定
す
る
で
の
あ

る
が
、

こ
の
緊
密
性
の
判
断
に
つ
い
て
も
個
人
差
が
あ
り
客
観
的
標
準
は
見
出
し
が
た
い
。

三
引
伸
義
法

：
本
義
が
二
単
語
よ
り
な
っ
て
い

た
も
の
が
引
伸
義
を
有
す
る
と
一
単
語
に
変
化
す
る
（
鉄
的
道
路
↓
鉄
路
＼
鉄
的
道
路
）
現
象
を
利
用
し
、
字
面
の
本
義
と
は
異
な
っ
た
意
義

即
ち
本
義
を
拡
大
、
縮
少
あ
る
い
は
改
変
し
た
意
味
（
引
伸
義
）
を
持
つ
も
の
に
変
化
し
た
も
の
は
一
単
語
と
認
定
す
る
方
法
で
、
後
に
述
べ

、
る
挿
入
法
が
と
も
す
れ
ば
合
成
単
語
を
連
語
と
誤
認
す
る
傾
向
を
補
正
す
る
方
法
で
で
も
あ
る
。

四
常
用
性
法

：
常
用
性
に
よ
り
語
感
が
変
化

し
本
来
は
二
単
語
よ
り
成
る
も
の
で
も
一
単
語
と
認
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
同
時
に
挿
入
法
で
二
単
語
（
猪
肉

・
牛
肉

・
羊
肉
）
と
認
定
さ
れ

て
い
て
も
常
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
鹿
肉

・
舵
肉

・
虎
肉
」
と
同
類
語
と
し
て
「
猪
肉

・
牛
肉

・
羊
肉
」
を
一
単
語
と
認
定
す
る
方
法
で
、

挿
入
法
の
機
械
的
判
定
に
や
や
常
識
的
な
修
正
を
行
え
る
面
が
あ
る
。
以
上
が
語
義
面
よ
り
の
単
語
認
定
で
あ
る
が
、
意
義
表
示
単
位
説
が
意

義
面
を
重
視
す
る
余
り
に
、
客
観
性
が
稀
薄
と
な
り
、
主
観
的
で
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
現
在
で
は
単
語
定
義
で
は
補
助
的
な
規
定
と
な
っ
た

（
三
六
三
）



一
代
替
法
：
他
の

m語
で
も
っ
て
代
替
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
単
語
で
あ
る
か
否
力
を
判
定
せ

ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
替
す
る
単
語
は
品
詞

・
語
義

・
構
造
が
同
一
形
式
あ
る
い
は
類
別
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

な
お
「
駐
絨
」
は
「
舵
毛

・
舵
肉

・
鴨
絨

．
鵡
絨
」
と
代
替
法
が
適
用
し
う
る
こ

と
か
ら
「
舵
絨
」
は
二
単
語
よ
り
な
る
連
語
（
実
際
は
単
語
）
で
あ
る
と
誤
認
す
る
こ
と
が
あ
る
。

挿
入
法
：
他
の
単
語
を
間
に
挿
入
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
単
語
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
挿
入
後

に
お
い
て
も
原
形
と
同
一
の
語
法
的
性
格
を
保
持
す
る
と
い
う
前
捉
条
件
の
下
で
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
方
法
で
は
「

中
華
人
民
共
和
国
・
ニ
分
之
一
」
の
如
く
連
語
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
て
も
挿
人
法
が
適
用
で
き
な
い
が
故
に
単
語
で
あ
る
と
い
う
誤
ま

っ
た
認
定
を
行
な
う
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
牛
肉
」
は
「
牛
的
肉
」
と
言
え
、

造
を
有
し
、
か
つ
同
類
の
意
義
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
、

と
は
異
な
っ
た
認
定
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。

他
方
挿
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
み
て
も
あ
る
も
の
は
文
を
離
れ
て
は
挿
入
し
う
る

（
羊
肉

的
肉
）

が
文
中
に
機
能
し
て
い
る
時
に
は
挿
入
し
え
な
い
も
の
（
我
吃
芋
肉

・
可
、
我
吃
羊
的
肉

・
不
可
）

、
自
由
に
か
な
り
の
単
語
が
挿
入

し
う
る
も
の
（
吃
飽
↓
吃
得
飽

．
吃
得
恨
飽
等
等
）

、
局
限
さ
れ
た
も
の
し
か
挿
入
し
え
な
い
も
の
（
打
倒
↓
打
得
倒

・
打
不
倒
）

、
本
義
に

は
抑
入
し
う
る
（
吃
飯
↓
吃
了
飯
・
可
）
が
、
引
伸
義
と
し
て
用
し
ら
れ
る
と
挿
入
し
え
な
い
も
の
（
吃
飯
問
題
↓
吃
了
飯
問
題

・
不
可
）
が

あ
り
、
挿
入
法
を
適
用
す
る
際
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

三
構
文
法

：
単
独
で
文
（

よ
っ
て
単
語
で
あ
る
か
否
か
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
祠
に
は
適
用
し
う
る
が
虚
詞
に
は
不
適
（
程
度

・
範
囲
副
詞

の

一
部
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
虚
詞
は
単
独
で
は

一
語
文
を
構
成
し
え
な
い
）
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
方
法
の
適
用
範
囲
は
か
な
り
制
限
さ

諾
根
ま
た
は
根
詞
）
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
条
件
が
あ
る

次
に
語
法
而
よ
り
の
認
定
法
を
見
る
に
、

あ
る
と
考
え
る
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

「
牛
肉
」
は
二
単
諾
よ
り
な
る
連
語
で
、

＇ ぶト
ー

語
文
）
を
構
成
し
う
る
か
否
か
に 羊

「
詑
肉
」
は
一
単
語
で
あ
る
と
し
う
通
念

「
舵
肉
」

は

「
舵
的
肉
」
と
言
え
な
い
事
に
よ
り
、
同
一
構

つ
ま
り
単
語
の
認
定
で
は
な
く
形
態
素
（

と
同
様
に
、
語
義
面
か
ら
の
認
定
法
は
単
独
で
は
あ
ま
り
利
用
で
き
ず
、
他
の
語
法

・
語
音
面
か
ら
の
認
定
法
を
補
充
す
る
範
囲
内
で
効
力
が

そ
れ
故
に
代
替
法
は
参
考
と
し
う
る
が
、
単
語
認
定
法
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。

ニ
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中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

れ
る
。

四
接
辞
表
記
：
接
頭
辞
「
第

・
老
」
等
や
接
尾
辞
「
児

・
子

・
頭

・
門
」
等
及
び
接
辞
的
な
後
置
成
分
「
労
動
者

・
可
能
性

・
闇
女
家

・

打
手
・
民
主
制

・
工
業
化

・
忽
然

・
莞
爾

．
隊
長

・
団
員
」
等
は
い
ず
れ
も
単
悟
の
始
ま
り
あ
る
い
は
終
り
を
表
示
し
て
い
る
故
に
、
単
語
認

定
の
た
め
の
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
な
り
う
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
と
て
も
「
瑚
蝶
児
花
」
の
如
く
接
尾
辞
の
後
に
更
に

実
詞
が
つ
い
て
複
合
語
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
「
核
子
門
・爺
児
門
」
の
如
く
接
尾
辞
に
更
に
接
尾
辞
が
附
加
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
機
械

的
に
採
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
以
上
が
語
法
的
側
面
か
ら
の
認
定
法
で
あ
る
が
、
代
替
法
が
単
語
（
特
に
合
成
単
語
）
認
定
法
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
形
態
素
（
主
に
語
根
）
認
定
法
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
構
文
法
や
接
辞
表
示
は
そ
の
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば

す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
欠
点
は
あ
る
が
挿
入
法
が
比
較
的
に
最
も
客
観
的
で
か
つ
適
用
範
囲
が
広
い
単
語
認
定
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る。最
後
に
語
音
面
よ
り
の
認
定
法
を
見
る
に
、

一
呼
吸
停
頓
•
•
発
話
す
る
際
に
は
単
語
あ
る
い
は
連
語
は
連
続
し
て
発
音
し
、
従
っ
て
単
語
・

連

陪

・
文
の
末
尾
に
は
長
短
の
差
こ
そ
あ
れ
呼
吸
の
停
頓
が
生
じ
る
。
こ
の
停
頓
を
単
語
認
定
の
参
考
資
料
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
方
法
で
は
確
か
に
単
語
と
単
語
以
下
の
小
さ
い
単
位
と
は
区
分
し
う
る
が
、

「
我

・
是
↑

・
日
本
人
民
、
走
得

・
快
」
の
如
く
連
語
で
も
連

続
し
て
発
音
さ
れ
る
た
め
に
こ
の
基
準
で
は
単
語
と
連
語
と
の
区
分
が
不
可
能
な
場
合
が
生
じ
る
。

二
音
節
数

：
現
在
の
二
音
節
化
傾
向
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
、
単
音
節
語
は
論
外
と
し
て
複
音
節
語
を
二
音
節
語
を
基
準
に
し
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
単
音
節

・
ニ
・
三
•
四
・
五
音
節
が
一
単
語
と
し
て
存
在
す
る
力
ら

、

認
定
基
準
と
し
て
は
非
力
な
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
結
果

論
的
な
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
こ
の
他
に
軽
声

・
双
声
畳
韻

・
連
読
に
よ
る
変
調
（
声
調
変
化
）
等
の
語
音
現
象
に
着
眼
し
て
、
単
語

認
疋
の
基
準
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
際
的
効
用
は
極
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
語
音
面
よ
り
の
単
語
認
定
基
準
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
の
方
法
も
参
考
資
料
と
は
な
り
え
て
も
決
定
的
要
素
と
は
な
り
え
な
い
。

こ
れ
で
三
側
面
よ
り
の
単
語
謡
定
法
の
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
長
一
短
が
あ
り
、

し
た
の
で
は
妥
当
な
単
語
認
定
は
行
な
え
な
い
。
ま
た
語
義

・
語
音
上
で
の
方
法
か
ら
得
ら
れ
る
結
果
は
参
考
資
料
と
は
な
り
え
て
も
決
定
的

四 一
方
法
を
単
独
に
使
用
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論
を
す
す
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

要
素
と
は
な
り
え
な
い
。
ま
た
個
人
差

・
地
域
差
を
考
慮
す
る
と
語
義
を
基
準
と
す
る
方
法
で
は
そ
の
偏
差
が
大
き
く
客
観
性
に
欠
け
て
い
る
。

ま
た
単
語
認
定
問
題
そ
れ
自
体
は
基
本
的
に
は
語
法
論
の
問
題
で
あ
っ
て
、
語
彙
論

・
音
韻
論
の
問
題
で
は
な
い
。
以
上
の
考
慮
を
総
合
す
る

と
、

挿
入
法
を
主
要
な
方
法
と
し
て
採
用
し

、

語
義
・

語
音

•
他
の
語
法
上
の
認
定
法
は
挿

入
法
で
得
ら
れ
た
結
果
が
周
祖
誤
の
単
語
定
義
に

合
致
し
な
い
場
合
に
修
正
補
充
す
る
際
に
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
で
諸
々
の
単
語
認
定
法
と
そ
の
功
罪
を
論
究
し
、
本
論
で
筆
者
が
単
語

最
後
に
い

よ
い
よ
具
体
的
に
単
語
認
定
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
単
語
認
定
は
基
本
的
に
は
語
法
論
上
の
問
題
で
あ
る
。

従
っ
て
何
ん
ら
か
の
語
法
体
系
を
基
盤
に
し
て
単
語
認
定
を
論
じ
る
の
が
正
し
い
態
度
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
筆
者
が
全
面
的
で
は
な
い

が
基
本
的
に
は
容
認
し
て

い
る

《
漢
語
》
課
本
休
系
に
基
づ
し
て
本
節
を
構
成
す
る
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
《
漢
語
》
課
本
体
系
を
与
件
と
し

《
漢
語
》
で
の
単
語
の
定
義
は
「
語
言
里
最
小
的
、
可
以
自
由
運
用
的
単
位
」
で
あ
り
、
周
祖
膜
の
定
義
は
「
在
語
言
中
是
代
表
一
定
的
意

義
的
語
音
形
式
、
官
是
語
言
中
最
小
的
独
立
運
用
単
位
」
で
あ
る
。《
漢
語
》
で
は
語
音

・
語
義
面
よ
り
の
規
定
が
な
い
が
基
本
的
に
は
両
者
と

も
「
最
小
的

・
自
由
（
独
立
）
的

・
運
用
単
位
」
と
文
中
機
能
単
位
説
に
立
ち
、
語
法
面
で
は
ま
っ
た
く
同
一
の
定
義
で
あ
る
。
従
っ
て
第
三

節
で
周
祖
誤
の
定
義
を
採
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
本
節
で

《
漢
語
》
の
定
義
を
採
用
す
る
こ
と
に
は
な
ん
ら
の
矛
盾
も
存
在
し

な
い
。
否
、
周
祖
誤
の
定
義
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

《
漢
語
》
の
定
義
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
《
漢
語
》
で
は
単
語
の
認
定
法

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
節
の
終
り
に
明
ら
か
に
し
た
方
法
を
本
節
で
採
用
す
る
こ
と
に
は
何
ん
ら
の
異
論
も
な
い
と
考
え
る
。

実
際
に
単
語
認
定
を
行
な
う
時
に
い
か
な
る
こ
と
ば
が
単
語
を
認
定
す
る
過
程
で
問
題
と
な
る
か
を
《
漢
語
》
体
系
に
よ
っ
て
考
察
し
て
見

国

認
定
法
を
採
用
す
る
際
の
基
本
的
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て
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中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

四
五
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⑳
 

よ
う
。
ま
ず
構
詞
法
的
側
面
よ
り
単
語
を
分
類
し
て
検
討
す
る
に
、

つ
い
て
は
細
目
の
分
類
を
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
点
を
補
足
説
明
す
る
と
一
語
根
よ
り
な
る
単
純
単
音
節
単
語
（
山
・

走

・
好
）
と
複
数

個
の
純
語
素
よ
り
な
る
単
純
多
音
節
単
語
（
術
声
語

：
枇
杷
．
蜘
蛛
、

旧
外
来
語

：
葡
萄
・
破
璃
、

新
外
来
詞

：
珈
琲
．

盤
尼
西
林
、
不
分
離

語
・・
鴛
鴛

・
鳳
凰

・
狽
狽
、
家
族
呼
称
語

：
釜
釜

．
姐
姐

・
弟
弟
、
同
音
重
畳
状
態
語

：
翻
翻
．

孜
孜

．
蓼
蓼
）
は
挿
入
法
を
適
用
し
て
認
定

し
う
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
前
節
で
あ
げ
た
ほ
と
ん
ど
の
認
定
法
を
適
用
し
て
も
単
語
認
定
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
ほ
と
ん
ど
の
単
語
認
定

法
が
多
音
節
語
を
対
象
と
し
て
予
想
し
て
い
る
た
め
に
、
単
純
単
音
節
単
語
に
関
し
て
は
実
詞
に
つ
い
て
は
構
文
法
（
一
語
文
を
構
成
し
う
る

か
否
か
に
よ
る
方
法
）
に
よ
り
、
虚
詞
は
後
で
の
べ
る
様
に
《
漢
語
》
の
授
業
課
程
で
修
得
す
る
他
な
い
。
要
す
る
に
単
純
単
語
に
つ
い
て
は

単
語
の
限
界
を
論
じ
る
際
に
は
上
述
の
諸
認
定
法
を
適
用
す
る
際
に
問
題
と
な
る
点
は
比
較
的
少
な
い
。
問
題
は
や
は
り
合
成
単
語
に
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
合
成
単
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
《
漢
語
》
は
比
較
的
細
か
い
分
類
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
合
成
単
語
を
輔
助
成

分
の
有
無
に
よ
っ
て
二
分
し
て
、
輔
助
成
分
の
な
い
合
成
単
語
は
語
素
の
構
成
に
よ
り
連
合
式
（
同
義
連
合

：
人
民

・
↓
子
習

・
豊
富
、
反
義
連

合

：
長
短

．
尺
寸

．
矛
盾
）

、
主
従
式
（
前
従
後
主

・・
白
莱

・
飛
機

・
飛
胞
、
前
主
後
従

：
馬
匹
・

看
見

・、証
明
）

、
主
述
式
（
心
疼

・
年
軽

．
餅
干
）
、
動
賓
式
（
出
席
・越
軌
・提
要
）
に
各
々
下
位
分
類
す
る
。
輔
助
成
分
の
あ
る
合
成
単
語
に
つ
い
て
は
輔
助
成
分
が
附
加
し
た
こ
と
に

よ
り
品
詞
転
換
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
と
に
分
類
す
る
。
こ
の
点
を
更
に
補
充
説
明
す
る
と
、
品
詞
転
換
し
な
い
も
の
は
A
a• 

A
B
a
式
（
東

子
・
猥
兒
・
木
頭
•
閲
女
家
）
、a
A
式
（
老
虎
•
第
一
）、
A
a
a

式
（
熱
忽
忽
・

酸
溜
溜
）
が
あ
り

、

品
詞
転
換
す
る
も
の
に
は

A
a
式
（
噴
子
・

拍
兒
．

‘

看
頭
・

打
手
）
、
A
a
•
AB
a

式
（
緑
化
・

工
業
化
・

咳
子
気
）
、

A
a
a

式

い
て
は
い
ず
れ
も
挿
入
法
に
て
単
語
で
あ
る
こ
と
は
疑
義
な
く
判
定
し
う
る
が
、
同
時
に
接
辞
表
示
を
基
準
と
し
て
単
語
で
あ
る
こ
と
を
図
雰
定

し
う
る
。
但
し

A
aa
式
の

aa
は
単
純
多
音
節
単
語
の
同
音
重
畳
状
態
語
と
混
同
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
前
者
は
擬
態
語
的
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
語
素
自
体
に
形
容
詞
的
な
意
味
を
包
含
し
て
い
る
点
で
差
異
が
あ
り
、
辮
別
の
手
が
か
り
と
な
る
。
従
っ
て
問
題
は
輔
助
成
分

を
も
た
な
い
合
成
単
語
に
あ
る
。
即
ち
こ
の
種
の
合
成
単
語
は
連
合
式
は
文
の
同
一
要
素
の
並
列
構
造
（
主
語
＋
主
語

・
述
語
＋
述
語
・
賓
語

（
眼
巴
巴

・
笑
瞬
席
）
が
あ
る
。
輔
助
成
分
の
あ
る
合
成
単
語
に
つ

《
漢
語
》
で
は
単
純
単
語
と
合
成
単
語
に
分
類
し
て
い
る
。
単
純
甲
茸
11

に



主
従
式
は
定
語

・
状
語
構
造
及
補
語
構
造
（
定
語
＋
中
心
語

・
状
語
＋
中
心

語

・
中
心
語
＋
補
語
）
に
、
主
述
式
は
主
述
構
造
（
主
語
十
述
語
）
に
、
動
賓
式
は
動
賓
構
造
（
動
詞
述
語
＋
賓
語
）
と
い
う
連
語
の
範
囲
に

＋
賓
語

・
状
語
＋
状
語

・
定
語
＋
定
語

・
補
語
＋
補
語
）
に
、

も
拡
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
単
語
と
連
語
と
の
限
界
が
ア
イ
マ
イ
に

れ
る
原
因
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
後
に
も
う

一
度
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
要
す
る
輔
助
成
分
を
も
た
な
い
合
成
単
語
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
問
題
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

次
に

《
漢
語
》
に
お
け
る
品
詞
分
類
に
準
じ
て
品
詞
別
に
単
語
認
定
上
で
の
問
題
点
を
検
討
す
る
し
ま
ず
二
分
し
て
虚
詞
に
つ
し
て
見
る
に

そ
の
大
部
分
が
単
音
節
で
あ
り
、
極
少
数
し
か
多
音
節
は
存
在
し
な
い
（
副
詞

・
連
詞

・
介
詞

・
嘆
詞
の
一
部
の
単
語
）
。
多
音
節
の
虚
詞
は
挿

入
法
の
適
用
に
よ
り
容
易
に
単
語
で
あ
る
こ
と
が
認
定
し
う
る
が
、
単
音
節
の
虚
詞
は
単
純
単
語
の
項
で
述
べ
た
如
く
単
語
認
定
法
は
適
用
ィ

き
ず
、
た
だ
実
詞
だ
け
が
構
文
法
に
よ

っ
て
一
語
文
を
構
成
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
単
語
認
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
虚
詞
に
つ
い
て
は
殆
ど

認
定
の
手
が
か
り
が
な
い
。
そ
れ
故
に
単
音
節
の
虚
詞
に
つ
い
て
は
《
漢
語
》
授
業
課
程
で
個
別
的
に
修
得
し
記
憶
さ
せ
る
他
に
方
法
が
な
い
。

．
 

次
に
実
詞
に
つ
い
て
見
る
に
単
音
節
語
は
挿
入
法
以
外
に
構
文
法
に
よ

っ
て
単
語
認
定
を
行
な
う
d

な
お
実
詞
の
中
で
も
方
位
詞

・
能
願
動
詞

．
趨
向
動
詞

・
判
断
詞

・
数
詞
（
単
音
節
の
墓
本
数
詞
；
一
・

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

一
・
三

．
．．． 

九

・
十

・
百

・
千

・
万

・
億
：．
）
は
比
較
的
数
が
少
な
い
か
t
心皿

詞
の
場
合
と
同
様
に

《
漠
語
》
体
系
に
則
っ
て
個
別
的
に
修
得
せ
し
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
量
詞
に
つ
い
て
は
物
量
詞
は
賓
語

・
定
語
と

砂侶

し
て
、

動
量
詞
は
補
語
の
一
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
挿
入
法
に
よ
っ
て
単
語
認
定
を
し
う
る
。
従
っ
て
品
詞
別
に
見
て
問
題
と

な
る
も
の
は
語
彙
が
多
く
か
つ
単
音
節
よ
り
多
音
節
へ
と
巾
広
い
音
節
を
有
す
る
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞
に
存
す
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
単
語
を
構
詞
法
的
に
分
類
し
、
他
方
で
は
品
詞
別
に
分
け
て
単
語
認
定
の
問
題
点
を
探
究
し
た
結
果
、
輔
助
成
分
を
も
た
な
し

名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞
の
合
成
単
語
が
単
語
と
連
語
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
限
界
を
判
定
す
る
際
に
問
題
を
芋
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
最
後
こ
こ

の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
連
合
式
の
合
成
単
語
は
基
本
的
に
は
挿
入
す
る
（
名
同
に
は
[
和
」
類
の
連
詞
ヽ
動
詞

・
形
容
詞
に
は
「
又
ー
又

i
」
類
の
述
接
作
j

四
ナ

（
三
六
八
）



来
ず
、

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

か
つ
か
さ
ね
型
に
よ
る
疑
問
形
は
「
A
得
B
A
不
B

連
語
と
認
定
す
る
。

の
あ
る
副
詞
を
挿
入
）
こ
と
に
よ
っ
て
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞
の
こ
の
種
の
合
成
単
語
は
単
語
認
定
か
比
較
的
に
容
易
に
行
え
る
し

主
従
式
に
つ
い
て
は
名
詞
は
●
「
的

・
底
」
等
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

四
七

「
是
」
あ
る
い
は
「
恨
」
等
を
挿
入
し
う
る
か
否

し
う
る
。
た
だ
数
は
多
く
は
な
い
が
「
名
詞
＋
物
量
詞
（
前
主
後
従

：
馬
匹
・

車
輌
）
」
の
構
造
を
も
つ
名
詞
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
る
。

な
お
挿
入
法
の
説
明
で
述
べ
た
如
く
常
用
性
の
面
か
ら
（
牛
肉
を
詑
肉
と
同
様
に
単
語
と
し
て
取
扱
う
）
修
正
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。
動

1
に

つ
い
て
は
状
語
構
造
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
的

・
地
」
等
を
挿
入
し
う
る
こ
と
に
よ
り
支
障
な
く
単
語
認
定
を
行
な
い
う
る
。
た
だ
補
語
構
澁

の
も
の
に
つ
い
て
は
程
度
）
結
果
を
表
わ
す
補
語
で
は
「
得
」
を
挿
入
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
単
語
認
定
を
行
な
い
、
代
入
し
え
な
い
時
に

侶

は
勿
論
一
単
語
と
認
定
す
る
が
、
挿
入
し
え
た
時
に
は
「
中
心
語
（
動
詞
）
＋
得
（
構
造
助
詞
）
＋
補
語
」
と
少
な
く
と
も
三
単
語
よ
り
な
る

「
得
」
を
挿
入
し
た
結
果
、
可
能
を
表
わ
す
補
語
と
な
っ
た
時
に
は
「
得
」
の
他
に
は
「
不
」
し
か
代
入
す
る
こ
と
が
山

代
り
に
程
度
副
詞
「
恨
」
等
を
用
い
た
方
が
適
当
で
あ
る
。

（
程
度

・
結
果
補
語
で
は

A
得
B
不
B
)
」
と
な
る
故
に
挿
入
し
え
て
も

「
A
得

B
.
A
不
B
」
を
一
単
語
と
認
定
す
る
よ
う
に
修
正
す
る
。
形
容
詞
に
つ
い
て
は
「
得
」
を
挿
入
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
認
定
し
う
る
。

動
賓
構
造
に
つ
い
て
は
名
詞
で
は
余
り
多
く
見
ら
れ
な
い
。
挿
入
法
で
「
了
」
を
挿
入
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
認
定
し
う
る
が
、
挿
入
し

え
た
場
合
で
も
品
詞
が
転
換
し
た
時
に
は
挿
入
し
え
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
即
ち
一
単
語
と
認
定
す
る
〔
炒
面
．
（
料
理
名
）
↓
炒
了
面
（
動

作
を
表
わ
す
）

〕
。
動
詞
の
場
合
に
は
「
着

・
了
」
を
挿
入
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
認
定
し
う
る
が
、
た
だ
結
合
度
が
余
り
緊
密
で
な
く
、

そ
の
た
め
に
「
洗
了
一
次
渫
・
鞠
了
―
A
ー
拐
」
の
如
く
「
了
」
の
他
に
「
数
量
詞
」
も
挿
入
し
え
る
が
、
だ
が
「
渓

・
鞠

．
豹
」
の
よ
う
に
「

洗

．
尻
・
渫
」
と
呼
応
し
て
始
め
て
独
立
し
う
る
も
の
に
つ
い
て
は
挿
入
法
の
適
用
に
よ
れ
ば
単
語
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
や
は⑬
 

り
挿
入
法
を
機
械
的
に
適
用
せ
ず
に
、
こ
の
場
合
は
他
の
動
賓
構
造
の
連
語
や
常
用
性
を
考
慮
し
て
「
洗
操

・
鞠
射
」
は
一
単
語
と
認
定
す
る
。

形
容
詞
で
は
「
費
事

・
吃
カ

・
費
心
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
動
詞
に
準
じ
た
方
法
忙
て
認
定
し
う
る
。
た
だ
こ
の
場
合
に
は
「
了
」
の

最
後
に
主
述
構
造
に
つ
い
て
見
る
に
そ
の
数
は
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞
と
も
に
少
な
い
。

「
定
語
＋
中
心
語
」

（
三
六
九
）

が
連
語
で
あ
る
か
単
語
で
あ
る
か
を
判
定



煕

へ
語
法
修
辞
講
話
、
》
（
開
明
書
店
一
九
五
一
年
）
第
一
分
冊
p
8

⑨
呂
叔
梱
＾
中
国
文
法
要
略
}

《
中
国
語
と
中
国
文
化
＞

⑥
劉
復
＾
中
国
文
法
通
論
》

（上
海
群
益
書
局
一
九
二
0
年）

田

参
照
《
漢
語
的
詞
類
問
題
＞
日
口

（中
華
書
局

以
上
問
題
と
な
っ
た
輔
助
成
分
を
も
た
な
し
合
成
単
語
の
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞
も
上
述
の
如
く

「
挿
入
」
す
る
単
語
を
選
定
す
る
こ
と
に

一
部
分
で
は
常
用
性
に
よ
る
語
感
等
に
よ

っ
て
修
正
す
る
必
要
も
あ
っ
た
が
、
挿
入
法
は
忍
な
り
単
語
認
定
法
と
し
て
効
果
あ
る
も

こ
の
様
に
《
漢
語
》
体
系
に
基
づ
き
対
象
と
な
る
単
語
の
品
詞
及
び
構
詞
法
を
既
知
の
も
の
と
し
て
論
を
進
め
た
が
、
前
節
で
述
べ
た
単
語

て
は
自
明
の
前
提
と
し
て

い
る
。
そ
の
限
り
で
は
本
節
で
行
っ
た
単
語
認
定
も
、
前
節
で
取
扱
っ
た
十
種
余
り
の
単
語
認
定
法
も
、
実
は
第
三

節
で
設
定
し
た
単
語
の
定
義
に
合
致
す
る
単
語
と
想
定
さ
れ
る
も
の
を
更
に
も
う
一
度
単
語
で
あ
る
か
否
か
を
再
確
認
す
る
た
め
の

「
単
語
再

確
認
法
」
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
無
知
か
ら
す
べ
て
の
も
の
を
認
識
し
う
る
魔
法
で
な
い
こ
と
も
最
後
に
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

参
照

八
漢
語
的
詞
児
和
併
写
法
》
曰

法
書
体
系
に
依
拠
す
ゲ
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(3) 研
究
＞
（
中
華
書
局
一
九
二
二
年
）p
6
2

九
五
五
年
七
月
・

（中
華
書
局

A
 N
e
w
 E
n
g
l
i
s
h
 G
r
a
m
m
a
r~
に
依
拠
し
た
文
法
書
で
あ
る
〔
拙
論

「劉
復
」

"
a
 w
o
r
d
 m
a
y
 b
e
 d
e
f
i
n
e
d
 
a
s
 
a
n
 u
l
t
i
m
a
t
e
 
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 
s
e
n
s
e
,
u
n
i
t
"
(
-Y!褐

四
二
年
）

p

l
O

a

王
力

ヘ
中
国
現
代
語
法
＞
（商
務
印
書
館
一
九
四
三
年）
p
1
7

（尚
務
印
歯
館
一
几

こ
の
定
義
も

s
w
e
e
t
3

席
5
2
)

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
⑦
金
兆
梓
＾
国
文
法
之

（光
生
館
）

⑧
黎
錦
熙
＾
新
著
国
語
文
法
＞

（商
務
印
書
館
一
九
二
四
年
）

P

3

⑫
呂
叔
湘
・
朱
徳

⑬
中
国
科
学
院
語
言
研
究
所
語
法
小
組

食
語
法
講
話
＞
（

こ
中
国
語
文
＞
一
九
五
．
五

T]
月

⑪
高
名
凱

《
漢
語
語
法
論
〉（
開
明
書
店

九
四
八
年
）

p
2
4

注

認
定
法
で
そ
の
方
法
を
適
用
し
た
結
果
、
挿
入

・
代
替
が
可
能
か
、

の
に
し
う
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、

か
に
よ
っ
て
単
語
認
定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

p
4
4
 

な
お
こ
の
書
は

H
e
n
r
y
S
w
e
et 

の
八

S
w
e
e
t

,

•
N
e
s
f
i
e
l
d
等
の
炎
文

心
味
上
（
品
詞
上
）
ま
た
は
構
造
上
で
変
化
は
な
い
か
と
し
う
点
に
つ

九
五
六
年
七
月
）
③
参
照
八
漢
語
的
主
語
賓
語
問
題
＞（
中
華
書
励
一
九
五
六
年
十
二
月）

九
五
五
年
五
月
）
出
八
説
文
解
字
＞
第
三
巻
上
言
部

固
例
え
ばp

1
3
9
〕

゜

|J LI 

ノ

（
三
じ
CJ)



中
国
語
の
単
語
に
つ
い
て

的
界
限
問
題
＞
日
（
〈
中
国
語
文
》

民
教
育
出
版
社
一
九
五
五
年
）
第
一
冊
第
二
冊
合
編
p
l
3
,
p
5
0
 

話
単
音
詞
詞
彙
W

学
院
中
文
系
漢
語
教
研
室
劉
世
儒
編
著

含
現
代
漢
語
語
法
講
義
＞
（
商
務
印
書
館
一
九
六
三
年
）

p

7

P
3
3
 

N
亜

・
赫
邁
莱
夫
斯
基
八
漢
語
的
句
法
和
形
態
問
題
＞
（

仝
中
国
語
文
》

四
九

と
述
べ
て
い
る
。

闘
主
に
陸
ぷ
草

闊
陸
志
章
は

土北
京

年
四
月
号
所
載
）

一
九
五
五
年
―
二
月
号
所
載
）
P
7
.

一
九
五
八
年
五
月
号
所
載
）

p
2
3
3

姻
北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系
漢
語
教
研
室

含
現
代
漠
語
〉（
商
務
印
書
館
一
九
六

二
年
）

p
l
3
6
 

~
単
語
の
語
法
的
側
面
に
着

眼
し
た
分
類
が
品
詞
分
類
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の

他
に
構
詞
法
上
の
分
類
が
あ
る

。

に
困
難
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
に
は
自
分
で
辞
典
を
作
製
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

罰
本
注
四
参
照
。

（
科
学
出
版
社

一
九
五
六
年
）
で
単
語
の
定
義
を
下
す
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
る
と
同
時
に
有
力
な
単
語
認
定
法
を
設
定
す
る
こ
と
は
そ
れ
以
上

(
p
l
r
-
-
.
1
5
)
 

盆
漢
語
的
構
詞
法
》
、
同

〈
北
京
単
音
詞
詞
彙
〉
、
周
有
光

盆
漢
語
改
革
概
論
（
修
訂
本
）
＞（
文
字
改
革
出
版
社
一
九
六
四
年
）
及
び
盆
漢
語
的
詞
児
和
絣
写
法
グ

（
本
注
③
参
照
）
等
に
見
ら
れ
る
単
語
認
定
法
を
取
上
げ
て
そ
の
功
罪
を
論
じ
る
b

⑳

令
漢
語
〉
課
本

・
盆
昧
語
的
構
詞
法
》

・
盆
漢
語
併
音
詞
彙
（
増
訂
稿
）
ク（

一

九
六
三
年

・
文
字
改
革
出
版
社
）

・
八
岩
波
中
国
語
辞
典
＞
（
但
し
八
意
味
に
よ
る
索
引
＞
部
分
）
を
参
考
資
料
と
し
た
。
訓
副
詞
以
外
の
虚
詞
は
基
本
的
に
は
王

語

・
述
語

・
賓
語
等
の
文
要
素
（
句
子
成
分
）
と
は
な
り
え
ず
、
し
か
も
合
成
単
語
の
構
成
要
素
に
も
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
認
量
詞
は
殆
ん
ど
代
詞
ま
た
は

数
詞
（
但
し
「
一
」
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
と
結
合
し
て
賓
語

・
定
語

・
補
語
と
な
る
。
つ
ま
り
単
独
に
文
要
素
と
な
り
え
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
閲
但
し
二
音
節
の
こ
の
種
の
合
成
語
は
常
用
性
に
よ
る
語
感

・
音
節
数
を
考
慮
し
て
一
単
語
と
認
定
す
る
。
闘
つ
ま
り
「
渫

・
鞠

・
朗
」
が
自
由
に
他
の
多

く
の
単
語
ま
た
は
語
素
と
結
同
し
て
合
成
単
語

・
連
語
を
構
成
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
文
中
機
能
単
位
説
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
三
七
一
）

⑳
伊
三
克
八
論
漢
語
中
詞

四
周
祖
誤
八
漢
語
詞
彙
講
話
＞

（
へ
語
文
学
習
》

一
九
五
五

⑳
史
存
直
八
什
曖
是
詞
児
＞
（
仝
中
国
語
文
〉

一
九
五
六
年
三
月
号
所
載
）

p
2
1
 

釧
北
京
師
範

⑱
陸
宗
達

・
愈
敏

念
現
代
漢
語
語
法
〉

⑲
張
志
公
主
編
《
漢
語
ゾ

（人

よ
り
同
年
十
一
月
ま
で
連
載
、
中
華
書
局
一
九
五
四
年
）
p
3
7

閻
呂
叔
湘

盆
語
法
学
習
＞

（中
国
青
年
出
版
社
一
九
五
五
年
）
p

2

。
こ
の
様
に
呂
叔
淵
は
解
放
後

中
国
語
訳

命
北
京
口
語
文
法
〉
李
栄
編
訳
（
中
国
青
年
出
版
社

（
盆
語
文
学
習
〉

よ
り
一
九
五
三
年
十
一
月
ま
で
連
載
、
編
者
抽
印

一
九
五
三
年
）
p

3

。
一
九
六
一
年
に
丁
声
樹
他
七
名
の
名
儀
に
て
増
訂
出
版
さ
れ
た
念
現
代
漢
語
語
法
講
話
＞
で
は

「語
法
書
里
把
迭
種
既
有

一
定
意
義
又
能
単
独
運
用
叫
仮
詞
」
(
p
4
)

と
意
義
単
位
説
よ
り
文
中
機
能
単
位
説
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
。
⑭
張
志
公

＾
漢
語
語
法
常
哉
グ

一
九
五
三
年
）
p
l
4

一
九
五
二
年
一
月
よ
り
一
九
五
三
年
十
月
ま
で
連
載
、
新
青
年
出
版
社
一
九
五
三
年
）
P

l

⑮
趙
元
任

{
M
a
n
d
a
r
i
n
ePrimer

~ 

(
一
九
四
八
年
）

⑯
コ

ン
ラ
ッ

ド

公
論
漢
語
〉
影
楚
南
訳
（
へ
中
国
語
文
ヅ

（群
衆
書
店

一
九
五
四
年
）
p
4
0

一
九
五
q

一
年
九
月




